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 所長挨拶                 

                     所長  西野 寿章 

 2015年 4月に地域科学研究所が設置され，

4 年目に入りました。地域科学研究所の使命

は，高崎市，群馬県における地域の諸問題解決

のヒントとなるような基礎的な研究を進め，市

民，県民の皆様方の生涯学習に寄与することに

あります。地域科学研究所では，母体となった

旧産業研究所と旧地域政策研究センターの事

業を継承しながら，新しい事業を企画してまい

りました。 

 基礎研究は，2016 年度から高崎市をはじ

め，全国で問題となっている「空き家問題」に

焦点を当てた研究プロジェクトがスタートし

ました。高崎市では，空き家問題に先進的に取

り組み，住民がいなくなった空き家の解体助成

に留まらず，古民家のリノベーションによるま

ちづくりにも力を入れています。この研究は今

年度が研究最終年となり，2019年 3月には研

究報告書が公刊される予定です。この研究に

は，本学教員 6名，学外者 3名，高崎市から 1

名の総勢 10名で研究が進められてきました。

来る 11 月 10 日(土)には，研究成果検討会を

公開で行います。成果にご期待ください。 

 次いで，2017年度からは，不毛の大地であ

った高崎台地を潤し，農業経営を可能とした

「長野堰の地域的役割」に焦点を当てた研究プ

ロジェクトがスタートしました。長野堰の起源

は平安時代に遡るとされますが，まだ不明の点

が多くあります。長野堰は，現在，長野堰土地

改良区が管理している農業用水ですが，明治以

降の近代化過程，戦後の高度経済成長期あたり

までの高崎市の発展に果たした役割も十分に

解明されているとは言えないようです。この研

究プロジェクトの特色は，長野堰の歴史を熱心

に研究して，長野堰の歴史的な存在意義を市民

に訴えてきた市民による「長野堰を語りつぐ

会」のメンバーと本学教員が一緒になって取り

組む点にあります。東京オリンピックが開催さ

れる 2020 年の早春に研究成果が公刊される

予定です。どのような研究報告書がまとまるの

か，ご期待いただければと思います。 

 さらに 2018年度からは，高崎市製造業地域

的展開Ⅱの研究プロジェクトがスタートしま

した。この研究は，2014年度から開始された

旧産業研究所研究プロジェクトの跡を継ぐも
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のとなっています。現在，高崎市の年間生産額

の 3 割弱を製造業が担い，産業別ではトップ

となっています。製造業関係の大企業が立地し

ていない高崎市ですが，地域経済の要は，多く

の中小企業が担っています。高崎市の製造業の

特色は，オンリーワンのものづくりと言われて

おり，各社がそれぞれの特色と持ち味を活かし

た企業活動を展開しています。高崎市製造業地

域的展開Ⅱでは，海外に生産拠点や営業拠点を

持っている企業に，高崎商工会議所を通して協

力をお願し，調査研究が進められています。

2018年度は，中国に拠点を持っておられる企

業にご協力をいただいて，研究メンバーが中国

へ調査に出かけております。2019 年度はタ

イ，ベトナムに拠点をお持ちの企業にご協力を

いただいて，現地調査を実施する予定です。グ

ローバルに展開し，高崎市経済を担っていただ

いている企業の歴史と取り組みをまとめます。

2020年度を最終年度として，研究成果をまと

める予定です。 

 また，2018年度から，高崎市の歴史，現状，

文化，民俗を考える「高崎経済大学ブックレッ

ト」を刊行します。ブックレットは 40ページ

程度の小冊子です。今年度は，空き家研究プロ

ジェクトのダイジェスト版と都市公園をテー

マとした 2 冊の刊行を予定しております。刊

行されましたら，高崎市役所と本学図書館にて

無料で頒布いたします。ただし，部数が限られ

ています関係から，先着順となります。ご了承

ください。 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 

 一方，地域科学研究所に課せられた使命の 1

つに大学の地域貢献があります。本学では，研

究室を単位として様々な地域貢献活動が行わ

れ，2018年度から本学に開設された学生ボラ

ンティア活動支援室を通して本学学生が多く

のボランティア活動を行っております。 

 地域科学研究所では，特に高崎市民，群馬県

民の生涯学習の一翼を担う事業展開を進めて

きました。秋季の夜に開講しています伝統の公

開講座の運営を地域科学研究所が担当するこ

とになり，地域科学研究所員を併任している本

学教員が講義を担当し，毎年，好評をいただい

ています。本年で第 35回を迎えました。担当

講師は，自身の最新の研究を講じてまいりま

す。引き続き，聴講いただければ幸いです。 

 2016年度から新たにスタートした事業に，

高崎経済大学連携公開講座，地元学講座，地域

めぐり(エクスカーション)があります。連携公

開講座は，春季の土曜日に高崎市中央公民館に

おいて 5 コマ行う講座です。地元学講座と地

域めぐりは，高崎市の歴史，現状，文化，民俗

などをより深く理解していただくために開講

しています。市民，県民対象の諸事業は，いず

れも申込希望者が定員を上回る好評をいただ

いております。そして，2018年度からは，「あ

すなろ市民ゼミ」が加わりました(後述記事を

参照ください)。 

 人生 100 年時代と言われるようになりまし

た。4年間かけて，地域科学研究所の諸事業を

検討し，実施してきました。アンケート結果に

よりますと，諸事業に参加いただいた市民，県

民の皆様から高い評価をいただいています。地

域科学研究所では，これからも高崎市，群馬県

に関する基礎的研究と市民，県民の皆様に向け

ての生涯学習の一端を担ってまいります。さら

に充実させるためにも，市民，県民の皆様から

のご意見，ご希望をお待ちしております。 
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 2018年度後期地域科学研究所事業計画     

2018年度後期に実施する行事は，次のとお

りです。 

◎第 35回公開講座 

「現代社会への多面的アプローチ」 

期間：10月 4日（木）～12月 6日（木）

の間の 10回 18:30～20:00 

場所：高崎経済大学 6号館 621教室 

 ＊申込みは締め切りました。 

 ＊担当講師とテーマは，地域科学研究所ホ

ームページをご覧ください。 

◎第 6 回地元学講座 

 「小栗
お ぐ り

上野
こうずけの

介
すけ

忠
ただ

順
まさ

－敗者の明治維新－」 

 日時：10月 11日（木）14:20～15:50 

 場所：高崎経済大学１号館１１１教室 

 講師：高橋 敏 氏 

(国立歴史民俗博物館名誉教授） 

＊事前申込みは不要です。当日，直接会

場にお越しください。 

◎第６回地域めぐり 

 「高崎市の歴史的景観建造物をめぐる」 

 日時：10月 22日（月）9:30～16:30 

 行程：建物見学・散策（倉賀野地域）－（昼

食）－建物見学・散策（箕郷地域） 

 講師：吉野 矩久 氏・石田 寿信 氏 

コーディネーター： 

西野 寿章 所長（地域政策学部教授） 

  ＊申込みは締め切りました。 

◎第１１回公開講演会 

日時：11月 6日（火）16:00～17:30 

場所：高崎経済大学図書館ホール 

講師：藤本隆宏氏（東京大学大学院経済学研

究科教授・東京大学ものづくり経営研

究センター長） 

演題：「デジタル化と日本のものづくり」 

＊事前申込みは不要です。当日，直接会場 

にお越しください。 

 

◎2018年度地域経営セミナー 

（自治体職員対象） 

「人口減少時代の地域経営－自治体プロフ

ェッショナルのすすめ－」 

日時：11月 14日（水）14:00～16:00 

 場所：高崎経済大学図書館ホール 

 内容 

基調講演：中央大学法学部教授 

     礒崎 初仁 氏 

総合討論 

コーディネーター： 

岩﨑 忠所員（地域政策学部教授） 

  ＊申込み受付中（詳細は，地域科学研究所

ホームページをご覧ください。） 

 第 3回連携公開講座報告         

今年は，5 月 19 日～6 月 16 日までの毎週

土曜日に高崎市中央公民館にて，連携公開講座

が開講され，97 名(定員 70 名)の受講生が熱

心に講師の話に耳を傾けました。講師，講題は

別表の通りです。受講者アンケート結果は，次

の通りです。概ね評価は高いようです。 

 

講義日 講師 講義テーマ 

5/19

（土） 

阿部 圭司 

      所員 
証券と経済発展 

5/26

（土） 

小林 啓祐 

特定研究員 

前橋市における２つ

の「戦災復興」－住宅

建設を中心に－ 

6/ 2

（土） 

佐藤 英人 

      所員 

東京一極集中と地方

創生を考える 

6/ 9

（土） 

黒崎 龍悟 

所員 

現代アフリカ農村に

おける自然エネルギ

ー利用 

6/16

（土） 

津川 康雄 

      所員 
地域とランドマーク 

時間：13時 30分～15時 

場所：高崎市中央公民館 視聴覚集会室 
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《連携公開講座参加者》 

 

 

１．性別 

 

男性 72人  

女性 27人  

合計 99人  

 

 

 

 

 

 

２．年齢 

 

19歳以下 25人  

20代   2人  

30代  2人  

40代 5人  

50代 8人  

60代 27人  

70代 25人  

80代 5人  

合計 99人  

  

 

 

３．居住地 

 

高崎市内 61人  

県内（高崎市外） 37人  

県外 1人  
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高崎市内
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受講者アンケートの結果は，以下のとおりです。 

《第３回（2018年度）連携公開講座アンケート結果（抜粋）》 

 〇アンケート実施：最終日（6月 16日） 

 最終日の出席者数：62人 回答者数：56人（回収率：90.3％） 

 

 

 ・通勤・通学・所属先の地域  

 

高崎市内 41人 

高崎市外 10人 

県外 2人 

無回答 3人 

合計 56人 

 

 

 ・受講の理由（複数回答可） 

 

自己研鑽 41人 

テーマ 24人 

講師 2人 

知人の勧め 6人 

以前参加してよかった 14人 

その他  2人 

無回答 1人 

   

 

 

 ・連携公開講座の受講回数 

 

はじめて 28人 

2回目 7人 

3回目 19人 

無回答 2人 

合計 56人 

 

 

 

 

 

今回が初めて
50%

2回目
12%

3回目

34%

無回答
4%

N=56

 

0 10 20 30 40 50 60

自己研鑽

テーマ

講師

知人の勧め

以前、参加してよかった

その他

無回答

 
高崎市内

73%

高崎市外

18%

県外
4%

無回答
5%

N=56
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 ・今回講座の全体的な満足度 

 

大変満足 13人  

満足  29人  

どちらともいえない 5人  

不満  0人  

大変不満足  0人  

無回答   9人  

合計  56人  

          

 

・「大変満足」「満足」と回答の方が評価する点（複数回答可） 

 

テーマ 29人  

講師 19人  

講義内容 34人  

開催日時 12人  

教室 5人  

資料 9人  

視聴覚機器 5人  

受講料 7人  

事務局対応 3人  

その他 0人  

 

 

・本講座を知ったきっかけ（複数回答可） 

 

広報高崎  19人  

大学HP 9人  

知人からの情報 6人  

大学からの案内 14人  

チラシ 6人  

新聞 2人  

その他 0人  

 

 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 

 

 

大変満足

23%

満足
52%
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9%
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 2018年度第 1回公開講演会報告      

2018年 6月 18日（月）に開催された第 1

回公開講演会では，接点合同会社の代表社員で

ある村田香織氏をお招きし，「『食品ロス』対

策の現状：身近な事例から世界の事例まで」と

題してご講演いただきました。 

＜講師・村田香織氏＞ 

 

食品ロスとは，食べられるのに捨てられてい

る食品を指します。国内では年間 600万トンを

超える食品ロスがあり，そのうち家庭で発生し

ている食品ロスは半分弱であると言われていま

す。食品ロスへの取組みについて，5つのレベ

ル（個人での取組み，家庭内の取組み，家庭外

の取組み，世界の取組みを知る，深い理解と実

践）に分類される 13のステップに従って，身

近な事例から世界の事例まで幅広くご紹介して

いただきました。「食べるものは適量だけ手に

入れて，残さず食べられるようしっかり管理す

る」という当たり前の努力をするだけではなく，

生産者から消費者までに至るサプライチェーン

の全体像を念頭に，賢く分別のある消費者とし

て振る舞うことが求められます。また，電子タ

グやスマートフォンといった近年発達した技術

を活用した新たな食品ロスへの取組み・サービ

スが現れてきています。例えば，デンマークで

は「Too Good To Go」という，閉店間際にお

店が安売り情報を掲載し，消費者がそれらを検

索し決済までできるというアプリがあります。

日本でも徐々に現れてきているこれらの新しい

動きを活用したり支援したりしていくことも求

められます。 

若林 隆久（地域政策学部准教授） 

 

 第５回地元学講座報告           

2018 年度の地元学講座は，悲運の旧幕臣・

小栗上野介忠順について学習することにしまし

た。 

今年は明治 150年と言われ，全国で明治 150

年展が開催されていますが，高崎市は，小栗上

野介忠順没後 150 年を迎えました。小栗
お ぐ り

上野
こうずけの

介
すけ

忠
ただ

順
まさ

(1827(文政 10)－1868(慶応 4))は，旧

徳川幕府幕臣で，勘定奉行，南町奉行，軍艦奉

行などを歴任した三河武士でした。1868(慶応

4)年 1月，将軍・徳川慶喜は鳥羽伏見の戦いで

敗れ，密かに江戸に戻りました。慶喜に対し小

栗は，西軍(薩長)と戦うべきことを主張したこ

とにより罷免され，知行地へ移住を決意しまし

た。1 月 28 日，上州権田村への土着願書が幕

府から認められ，家族，家臣らと共に現在の高

崎市倉渕町権田にて隠居しましたが，倒幕派の

薩長勢にとって小栗は不気味な存在でした。

1864年 4月 22日 西軍(総督府)は，高崎，安

中，吉井の 3藩に小栗への「追捕の儀」を申し

つけますが，「反逆の意図はみられない」と報

告します。しかし，西軍の長州藩士と土佐藩士

が激怒して，小栗の追捕を指示。高崎藩士は，

小栗を助けようとしましたが，西軍から高崎藩

を潰すと言われ，手を引いたと言われています。

1864年閏 4月 5日，小栗と家臣が西軍に捕ら

えられ，閏 4月 6日，烏川畔で一方的に斬首さ

れました。享年 42歳でした。 

小栗上野介忠順は，大隈重信から「明治の近

代化は，ほとんど小栗上野介の構想の模倣に過

ぎない」と評され，東郷平八郎からは「日本海
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海戦の勝利は，小栗さんが横須賀造船所を造っ

ておいてくれたおかげ」と没後家族に謝罪と御

礼が言われました。作家の司馬遼太郞は，小栗

上野介忠順を「明治の父」と言われました。そ

れは，日露戦争の勝因となった横須賀造船所の

建設，洋式陸軍制度の導入，仏語伝習所開設，

日本最初の株式会社「兵庫商社」の設立指導，

横須賀製鉄所のための鉄鉱山開発(群馬県下仁

田町中小坂鉱山)，株式会社築地ホテルの設立指

導をしたこと，さらに郵便制度，電信制度，ガ

ス灯，鉄道の導入を提唱したとされます。これ

は1860年1月に日米修好通商条約批准書交換

のために，小栗が遣米使節に抜擢され，日本初

の公式渡米を行った際の見聞の成果だったので

す。いわば，日本近代化に大きな功績を残した

のです。しかし，こうした小栗の功績は，日本

の歴史の中では，ほとんど語られず，教えても

いません。 

こうしたことから，地域科学研究所では，日

本の近代化に功績を残しながらも，朝敵であっ

たことから日本史で触れられることのない小栗

上野介忠順の足跡を学ぶ講座を今年度に開講す

ることにしました。7 月 24 日は，小栗氏の墓

所である倉渕町の東善寺に出かけて，小栗研究

の第一人者である東善寺住職・村上泰賢先生よ

り講話を聞き，ゆかりの地を見学して，近代化

の父を偲びました。 

＜小栗上野介忠順胸像(東善寺)＞ 

 

＜村上泰賢住職の講義を聴く＞ 

＜小栗上野介忠順斬首の場所参詣＞ 

＜参加者のみなさん(東善寺)＞ 

 

 第５回地域めぐり報告           

8月 8日，あいにくの雨天でしたが，第 5回

地域めぐりを実施し，33名の市民が参加されま

した。今回のテーマは「高崎の老舗」でした。 

中山道の宿場町，交通の要衝として発展して

きた高崎の町には，様々な業種業態のお店が開

店しました。中央銀座通りは高崎市商業の中心

でしたが，自動車の普及，郊外での宅地開発が

進みますと中心市街地は衰退と一途をたどり，

郊外の大型商業施設の立地は，さらに衰退に拍

車をかけました。そんな中，高崎市の中心市街
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地には，明治時代に創業した「老舗」が現役で

市民生活を支えています。 

 まず，老舗ではありませんが，小中学校への

図書の寄贈などで高崎市の文化の一端を担って

いただいてきた山田文庫（常盤町）におじゃま

し，山田文庫の前理事長・松浦幸雄前高崎市長

から，山田文庫のルーツである後の高崎倉庫社

長となった，戦前に京都大学助教授を務めた農

業経済学者・山田勝治郎ご夫妻のお話と山田文

庫の公益活動について説明を受け，戦前に建て

られた茶室，書庫を見学させていただきました。 

 

＜山田文庫で説明を聞く＞ 

 

 山田勝治郎の農業経済学者としての代表的研

究業績は，1948年にまとめられた『米と繭の

経済構造』。半封建的小作関係下にあった第 2

次世界大戦前の日本農業の構造を分析していま

す。山田文庫は，山田勝次郎・とく夫妻は，幼

少年の頃から極めて読書好きであったことか

ら，私財を投じて，県下の小学校，中学校及び

高等学校の児童・生徒に図書を贈ろうと考え，

財団法人山田文庫構想を固め，県教育委員会の

指導及び松本会計事務所等の絶大な協力を得

て，1974(昭和 49)年に創立されました(山田文

庫HPより一部改変)。 

 次に，1897(明治 30)年に開店した岡醤油醸

造(岡直三郎商店)を見学させていただきまし

た。岡直三郎商店は，1787(天明 7)年 上野国

山田郡大間々(現みどり市)にて醤油醸造業を開

始しています。起源は，滋賀県日野町の近江(日

野)商人です。日野の領主で，織田信長，豊臣秀

吉に仕えた蒲生氏郷の国替は，近江商人に大き

な影響を与えたとされ，蒲生氏郷が日野から伊

勢松阪，そして会津若松へと国替えとなりまし

た。近江商人は，氏郷に対する思慕の念により，

近江商人の領国外行商が盛んになったと言われ

ています。創業者の初代・岡忠兵衛は，会津若

松へ向かう途中の大間々に拠点を設け，近江か

ら大間々に約 20名の従業員が単身赴任したそ

うです。1896(明治 30)年，五代目・岡宗一郎

が高崎市常盤町に醤油醸造工場を建設，営業開

始。当初は，岡宗一郎商店と称し，1951(昭和

26)年，法人化して岡醤油醸造株式会社となり

ました。工場は現在ありませんが，営業開始当

時の面影を残す建物で醤油製品の販売が行われ

ています。 

 

＜岡醤油＞ 

 

＜岡醤油で説明を聞く＞ 

 

  次に，同じく 1897年創業の中村染店(常盤
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町)を訪問しました。群馬県唯一の注染工場で

す。注染とは，手彫りの型紙を使用し，一枚ず

つ防染糊を置き，数十枚重ねた上から染料を注 

いでいく昔ながらの染め方を言います。 

1920(大正 9)年の「高崎商業会議所事務報

告」によりますと，染業者は 14あり，相生町 2

業者，四ツ屋町，大橋町，赤坂村，歌川町，常

盤町，柳川町，九蔵町，元紺屋町，本町，請地

町，住吉町，成田町にそれぞれ 1業者分布して

いました。いずれも「長野堰」の水に依存し，

大橋町の新井堰から取水していました。 

 昼食は，高崎に残る駅前旅館・豊田屋旅館で

いただきました。豊田屋の建物は，1932年に

建築された雨水を四方に流す入母屋造りで，

2003年 9月 19日 国登録有形文化財指定さ

れています。歩道拡張時に，建物をジャッキア

ップさせ，セットバックさせて，原型が保存さ

れています。 

 

＜豊田屋旅館で話を聞く＞ 

 

 昼食の後，徒歩で糀屋に向かい，工場の見学

をさせていただきました。糀屋の創業は 1566

年で，450年余りの歴史があります。糀屋では，

糀，糀菌を販売しています。糀は，米から生み

出され，味噌，日本酒，みりんに不可欠となっ

ています。糀屋の販売商品には，糀たまり漬，

甘酒，糀ドレッシング，江戸時代の甘酒の復刻

版などです。糀(麹)には，アミラーゼ，プロテ

アーゼ，リパーゼ(脂肪分解)など，30種類の酵

素が含有されています。 

 

＜糀屋で話を聞く＞ 

 

 最後は，連雀町のバス通りで 100年近く続く

豆の専門店・大政商店におじゃましました。創

業は明治末。現在，20種類程度の豆類，雑穀(今

はキビが中心)，乾物が販売されています。例え

ば，群馬高原花豆，北海道大正金時，北海道大

納言小豆，北海道小豆などを販売され，産地は，

群馬県，北海道，宮城県，山形県，長野県，岡

山県などだそうです。昔は，農家から仕入れた

こともありましたが，農家が高齢化し，農協な

どから仕入れるようになったと言います。現在

でも，添加物を嫌い，自然食品を食べさせたと

いうアトピーの子供のおられるお母さんなどか

ら需要があります。お店は高崎の中心市街地に

ありますが，藤五百貨店(1951-1985本社・東

京)がなくなり，付近を歩く人の数がすっかり減

ったそうです。 

 

＜大政商店＞ 
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 2018年度あすなろ市民ゼミ           

 中心市街地・鞘モールにあり，高崎経済大学

の学生が運営している「cafe あすなろ」の 2

階を使用して，「あすなろ市民ゼミ」が始まり

ました。今年度の講師とテーマは，表の通りで

す。このゼミは，少人数の受講者が担当講師か

ら出された事前課題を持ち寄り，担当講師と受

講者が一定のテーマを議論し合って，最終レポ

ートを提出していただく講座です。最終レポー

トは，担当講師が添削の後，受講者に返却いた

します。まだ全てが終了しておりませんが，受

講者の感想の一部をご紹介いたします。 

 

開催日 講師 講義テーマ 

8/30

（木） 

中野 正裕 

     所員 

人口変動とマクロ経

済を考える 

9/12

（水） 

福間 聡 

所員 
社会正義とはなにか 

9/28

（金） 

伊藤 宣広 

     所員 
ケインズを学ぶ 

 

＜あすなろ市民ゼミ＞ 

 

【受講者の感想】 

・あすなろ（café)を使用してのゼミナールとい

う点良いと思います。 

・高経大まで公開ゼミ等に行きたくても行けな

い人もいます。大学が旧市内や“街なか”まで

来てくれたのはあり難いです。ぜひ，続けて

下さい。 

・cafeあすなろで，コーヒーを飲みながら，と

いうのも開放的で良いです。 

・この講座は高崎市民自己研鑽のために役に立

つ講座と思います。 

・今後ともよろしくお願いします。楽しみにし

ています。 

・地域に開かれた大学であってほしいです。 

・事務当局も大変でしょうがお続けいただけれ

ば幸甚です。もっともっと市民に向けて広げ

れば宜しいのではないかと思います。 

 

 新規プロジェクト紹介           

◆プロジェクトの概要 

2018年度研究プロジェクト「地方都市にお

ける中小製造業の存立基盤に関する研究」は，

群馬県高崎市内に本社機能を持つ中小製造業を

主要な対象として，各企業の歩みと経営戦略，

社風等の特徴を明らかにすることを目的として

います。 

群馬県高崎市は商業の町として知られていま

すが，製造業の集積も一定数あることが認めら

れています。「商工たかさき」の紹介によれば，

高崎市内の製造業の製造品出荷額等は，2013

年で 3067億円であり，太田市（6006億円），

伊勢崎市（4414億円）についで群馬県内第 3

位の位置を占めています。高崎市内の中小製造

業が，地域経済振興に果たす役割は大きいとい

えます。 

この研究プロジェクトでは主として2つの課

題を検討します。第 1は，高崎市内に集積する

特定分野の市場シェアが高い企業，創業 150年

を超える企業，特定部品加工で表彰を受ける企

「地方都市における中小製造業の存立基盤に

関する研究」がスタートしました。 
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業などを対象として，これらの企業群が高崎市

内に立地している条件を解明することです。第

2は，高崎市内に本社・支店を構えつつも，海

外展開を志向している企業群の現状を把握する

ことです。海外展開の目的は一般に，人件費抑

制，現地需要の拡大，逆輸入効果など考えられ

ます。ただし，海外展開の目的は，業態や業種

によって異なるでしょう。とくに，自動車関連

製造業の場合，中国における電気自動車

（Electric Vehicle＝EV車）の台頭で，自動車

設計や部品製造，場合によっては，供給の方法

の変更までも強いられる可能性があります。こ

のように，本プロジェクトでは，高崎市内の中

小製造業を主要な対象として，国内立地と海外

立地の条件の相違，すみわけの実態を解明する

ことを目的としています。 

 

◆研究の進捗状況 

2017年 9月 20日にキックオフミーティン

グを行い，研究の方向性について議論を深めま

した。2018年 3月 19日には中小製造業の調

査先を選定し，中国渡航グループ，タイ・ベト

ナム渡航グループに分類しました。また，5月

30日には国内事業所訪問の方法や調査方法つ

いての確認を行いました。現在の計画では，

2018年度中に中国現地調査，2019年度中に

タイ・ベトナム調査を行います。また 2年間の

調査を踏まえ，2020年度中には，再調査を行

うとともに，調査内容の成果を報告書としてま

とめ，出版する予定でいます。 

参加メンバーは，永田瞬（経済学部准教授），

矢野修一（経済学部教授），藤井孝宗（経済学

部教授），野崎謙二（経済学部教授），佐藤英

人（地域政策学部教授），井上真由美（経済学

部准教授），若林隆久（地域政策学部准教授），

藤本哲（経済学部教授），向井悠一郎（経済学

部准教授），西野寿章（地域政策学部教授），

米本清（地域政策学部准教授），溝口哲郎（経

済学部教授），阿部圭司（経済学部教授）の各

氏です（2018年 9月 19日時点）。所属学部

や研究分野が異なる横断的な組織になっていま

す。世界経済論・国際経済論から，経営組織論，

生産管理論，地域経済学まで様々な専門分野を

持つ高崎経済大学の教員が，固有の専門分野を

生かして，高崎市内中小製造業の躍動を明らか

にしたいと思っています。中小製造業のリスト

化にあたっては，高崎商工会議所に多大なるご

協力をいただきました。3年間の研究プロジェ

クトの中で，中小製造業の当事者の方はもちろ

ん，関係各位に様々な形でご支援をいただくこ

とになると思います。よい成果が出るように準

備をしてまいりたいと思いますので，どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

プロジェクト代表 

永田 瞬（経済学部准教授） 

 

 地域科学研究所動静            

・2018 年度の地域科学研究所執行部は，所長

・西野寿章，副所長・秋朝礼恵（経済学部教

授），総務企画委員長・尾形 祥（経済学部

准教授），編集委員長・井上真由美（経済学

部准教授），研究委員長・八木橋慶一（地域

政策学部准教授）によって構成されています。 

・2018年 9月現在，地域科学研究所の所員は

53名，名誉研究員 1名，特定研究員 3名で

す。 

・今年度から開始した研究プロジェクト「地方

都市における中小製造業の存立基盤に関する

研究」の中国企業調査が 9 月 10 日から 13

日までの日程で行われました。 
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  編集後記                               

平成 30年 4月から地域科学研究所の事務に

関わらせていただいています。初めての事ばか

りで悪戦苦闘の毎日です。 

市民向けの講座を開催すると，幅広い年齢層

のかたが参加され，受講者の熱心な姿勢を目の

当たりにします。私自身，生涯学習の大切さを

あらためて感じています。 

地域科学研究所の目的の一つである，「地域

に貢献する」という大きな使命を果たすことが

できるように，事務方として尽力して参りたい

と思います。 

今年度も昨年に引き続き公開講座や公開講演

会，地元学講座，地域めぐり，地域経営セミナ

ーなどの事業が実施されます。また，新規事業

としてあすなろ市民ゼミやブックレットの発刊

も予定しています。 

多くのかたにお喜びいただけるよう職員とし

て頑張ってまいります。 

今後とも地域科学研究所をよろしくお願いい

たします。 

（YA） 
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